
【基本方針】

1. 医学の研究、教育、研修への積極的推進

2. 社会医学の研究

3. 医学における高度情報化社会への積極的対応

4. 地域医療、包括医療の推進

5. 国際化、成熟化、高齢化社会への医学、医療の対応

【所属地区内科医会】

第1地区：横浜内科学会

第2地区：川崎市内科医会

第3地区：横須賀内科医会

逗葉内科医会

鎌倉市医師会内科医会

第4地区：藤沢市内科医会

茅ヶ崎市内科医会

平塚市医師会内科部会

中郡医師会内科医会

小田原市内科医会

足柄上内科医会

秦野伊勢原医師会内科医会

第5地区：相模原市内科医会

大和市内科医会

座間綾瀬医師会内科医会

海老名内科医会

厚木内科医会

【入会するには】

　県内科医学会と同時に、地区内科医会にご入会いただいており、

県への入会は、地区から入会届をご提出いただく形になります。

　まずは県内科医学会事務局あてにご連絡ください。（下記参照）ご

所属の地区内科医会の窓口をご案内いたします。

　各地区内科医会の入会方法にしたがい、地区内科へ入会の手続

きをしていただきますようお願いいたします。

【会費について】

　神奈川県内科医学会会費は、個人会員は年間 8,000 円、病院会

員は年間 30,000 円です。

　会費の徴収はご所属の地区内科医会が行いますので、それぞれ

の地区の納入方法により、手続きをお願いいたします。

【入会方法】

学会事務局に所定の用紙（入会申込書）がありますので、希望者

に送付します。または下記よりダウンロードできます。

http://www.kanagawamed.org
【連絡先】

〒231-0037　横浜市中区富士見町 3-1

　神奈川県総合医療会館 3F  神奈川県医師会内 

神奈川県内科医学会　　（電話 045-241-7000　Fax045-241-1464）

神奈川県
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ご案内
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【神奈川県内科医学会　会長あいさつ】

平成２１年５月１６日会長に就任しました、

私で５代目となります。開かれた活力あふれ

る内科医学会の発展に尽力していきたいと

考えます。以下の内容を軸に会の活動を丁

寧に取り組んでいく所存です。

会員各位のさらなる参加、協力を心からお願い申し上げます。

（１）臨床医学医療の学習・実践・広報活動と臨床研究の推進

（２）地域での社会・公益を軸とする患者・市民･行政との協同活動の

推進

（３）県と地区・単位内科医会との双益・双方向性の連携・分担活動

の推進

（４）医療制度・医療経済制度改善への学習・提言活動の推進

（５）IT 時代を開拓する情報発信・広報活動機能の推進

神奈川県内科医学会会長　　中　佳一

【副会長】

宮川　政昭（横浜市）

三川　武彦（川崎市）

南　　信明（横須賀市）

梶原　光令（平塚市）

山本　晴章（相模原市）

寺内　康夫（横浜市立大学）

神奈川県内科医学会とは

【概要】

　神奈川県内で内科診療を行う医師が、全人的医療を行いつつ、相

互の連携を深める場です。日進月歩の社会の中で、会員は自らの研

鑽を深め、日ごろの診療から得た知見を発表・共有するとともに、他

の会員と力を合わせて地域社会に貢献します。神奈川県の医療レ

ベル向上を目指して活動する団体です。

【沿革】

　本会は昭和42年（1967年）2月 19日に創設され、神奈川県医師

会内の組織である神奈川医学会（分科会）最大の医会として 42年の

歴史を有しています。

　その特色として、先進的に 2つの事業を中心に継続発展してきたこ

とを挙げたいと思います。今でこそ病診連携が定着しつつありますが、

本会ではすでに昭和49年（1974年）には県下 4大学との間に、各

大学持ち回りで年 1回の臨床医学講座が行われていて、年を経るご

とに大学・病院・診療所間の連携がきわめて密となっています。

　次に県下の各地区持ち回り開催の集談会が、昭和43年（1968年）

より、各大学・病院・診療所の参加の下に多彩な内容で行われ、広く

県下の参加者も含めた幅広い発表交流が行われています。

【神奈川県内科医学会の活動】

・神内医ニュースの発行（年 2回）--会員向け情報新聞

・神奈川県内科医学会会報の発行—事業・委員会活動、地域活動な

ど

・ホームページによる会員への情報発信—www.kanagawamed.org

・出版活動--「今日からできるミニマム禁煙医療」など

・神奈川医学会雑誌への投稿

・医学集会—集談会（会員による研究発表の場）

・生涯教育制度の推進—日本医師会認定講座の開催

・地域医療・包括医療の実践

・保険医療・医師法改正に対する調査研究

・優秀会員・団体への褒賞

・神奈川県医師会・神奈川医学会、郡市医師会・地区医師会、神奈

川医学会分科会、日本内科学会及び日本臨床内科医会との連携

・介護保険の推進

【入会のメリット】

●定期的に開催される講演会への参加

定時総会時学術講演会　（5 月）

臨床医学研修講座　（9 月）

秋季学術総会　（11 月）

新年学術大会　（1 月）

集談会　（2 月）

●事業委員会の臨床研究に参加し新しいエビデンスの発信を

・糖尿病対策委員会

糖尿病神経障害の実態調査の解析と今後の調査研究、

糖尿病眼合併症対策、糖尿病腎症を考える会、

神奈川県行政共催の県民向けの糖尿病講演会の企画など

・神奈川肝炎対策委員会

「肝がん撲滅を目指す病診連携の会」講演会の企画・実行、

慢性肝炎診療についての啓発活動、ウェブサイトで情報発信

・認知症対策委員会

「認知症を考える神奈川の会」開催、県下の病院への認知症受け入れにつ

いてのアンケート調査、ウェブサイトで情報発信、県下各地域での CCS の

推進、認知症サポートができる地域環境の整備

・神奈川禁煙・分煙推進委員会

禁煙医療に関する書物・DVD の作成、禁煙外来開設に向けた講習会の

開催、タバコ問題に関するエキスパート養成

・高血圧神奈川スタディ委員会

神奈川高血圧スタディ 2009 年次調査、高血圧についての啓発活動、新規

自主研究

・ジェネリック問題対策委員会

ジェネリックに関する会員アンケート、安心して処方できるジェネリック、処

方をすすめないジェネリック、記者会見、

薬剤師・県民への講演会、国への「第 3 者機関設立」への働きかけ


